
 

第３次流山市子どもの読書活動推進計画（令和９年度～１３年度） 
 

 計画の位置づけ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 読書の意義  

 人は、読書などを通して言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かにすることができ

ます。子どもは読書を通して、自分の身近な場所以外の世界を知り、人の心を思いやることを知り、

ふさわしい言葉を覚えることで自分を表現する手段を知ります。読書活動は、子どもが未来をたくま

しく切り開くための活力の源です。  

子どもの読書活動の推進に関する法律 

子どもの読書活動の推進に関する計画 【国】 

子どもの読書活動の推進に関する計画 【県】 

流山市総合計画 

基本構想・基本計画 

第３次 流山市子どもの読書活動推進計画 

流山市教育振興基本計画 

国・県 流山市 

 目的  

 次代の流山を担う子どもたちが、本にふれる機会を増やし、読書活動を通じて生きる力を育み、豊

かな心を育てることができるように、子どもの読書活動の推進に流山市全体で取り組んでいく指針と

なる本計画を策定します。 

 

 

 第２次計画における子どもの読書活動の状況  

 ■成果 

子どもの読書環境の整備・充実 

・ サンコーテクノプラザ南流山地域図書館を開館（R4） 

・ オーディオブックを市立図書館に導入→配慮の必要な子どもも利用しやすい資料増加（R6） 

・ 公立小中学校図書館システム更新→学校間での蔵書検索機能の向上・相互貸借の活発化（R6） 

・ 乳幼児向けブックセットを市内の子育て関連施設計１７８施設に設置（R4～R8） 

家庭・地域、市立図書館、学校等の連携・協力による子どもの読書活動推進 

・ 子育て関連施設における市立図書館の団体貸出利用率が改善 21.1％（R2）→30.1％（R7） 

子どもの読書活動に対する理解・関心の向上と普及 

・ 学校における保護者への読書啓発活動実施状況が改善 

小学校：70.6％（R2）→75.6％（R7） 高等学校：25.0％（R2）→75.0％（R7） 

■調査結果・指標からみる子どもの読書活動の状況 

 

■課題  

（１）学校段階の進行に伴う読書離れ 

（２）電子書籍・オーディオブックの利用促進 

（３）子どもが主体的に読書に親しむ環境づくり 

（４）子どもの読書活動に関する研修の周知と参加環境の整備 

（５）誰もが参加しやすい読書関連イベントの開催 

（６）子どもに届く効果的な広報の展開 

（７）過ごしたい場所として選ばれる図書館づくり 
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数値増△ 

・団体貸出の利用冊数 

・子どもの登録者数 

・市立図書館における乳幼児対象 

事業の参加人数 

数値減▼ 

・学校図書館図書標準の達成状況 

・読書が好きな児童・生徒の割合 

・小学生・中学生、高校生期におけ

る読書の状況 

 計画の基本的方針  

（１）子どもの読書環境の整備・充実 

（２）家庭、地域、市立図書館、学校等の連携・協力による子どもの読書活動の推進 

（３）子どもの読書活動に対する理解・関心の向上と普及 
 

目標とする指標の推移 

資料１ 
概要版(案) 



 

  乳幼児期（〜６歳まで） 小学生期（〜１２歳まで） 中・高校生期（〜１８歳まで） 

基本方針① 

子どもの読書環境

の整備・充実に 

基づく取組 

様々な興味や関心に応える図書館資料の収集・整理 

子ども用利用案内やブックリスト等の作成・配布 

子どもがわかりやすい書架表示・レイアウトの工夫 

子どもが使いやすいホームページと蔵書検索システムの構築 

子ども向けの読書普及事業の実施 

読書手帳の配布 

児童サービスを担う市立図書館司書の研修・講座への参加 

子育て関連施設等の職員やボランティア等を対象とした研修や講座の実施 

学校図書館の活動計画の作成 

学校図書資料の整備 

ＩＣＴと学校図書館を活用した情報リテラシー教育の推進 

子どもの意見やアイデアを取り入れた学校図書館の運営 

学校図書館の業務を担当する職員の活動時間の確保 

ブックスタート関連事業「おはなし しゅっぱつしんこう！」の実施 

子育て関連施設における資料の充実と読書環境の整備 
子ども向けパスファインダー・リーフレット等の作成 中・高校生の学習ニーズに応えられる読書環境の整備 

基本方針② 

家庭、地域、市立図書

館、学校等の連携・協力

による子どもの読書 

活動の推進 

読書に関する子どもたちの意見募集 

地域で活動する団体やボランティア等との連携 
市立図書館、学校、子育て関連施設、 

ボランティア等との連携 
市立図書館と学校図書館の連携 

子育て関連施設への団体貸出の促進 学校図書館とＩＣＴを活用した授業 学校図書館とボランティア等との連携 

市の関係各課と連携した家庭読書のＰＲ 学校図書館と保護者やボランティア等との連携 職場体験学習の受入れ 

市立図書館と子育て関連施設との連携 

子育て関連施設とボランティア等との連携 

学校図書館と市立図書館の連携強化 

団体貸出の実施とテーマ・単元リストの公開 

町たんけんの受入れ 

相互協力協定を結んでいる市内大学図書館のＰＲ 

基本方針③ 

子どもの読書活動に 

対する理解・関心の 

向上と普及 

「子ども読書の日」等に関連した事業等の実施 

ＳＮＳやインターネットを活用した情報発信 

子育て関連施設における保護者への情報発信 

学校における読書普及事業の実施と保護者への情報発信 

読書バリアフリー 

推進のための取組 

【基本方針① 子どもの読書環境の整備・充実】    アクセシブルな資料と「りんごの棚」の充実 

ブックスタート関連事業「おはなし しゅっぱつしんこう!」の実施 

視覚障害者等サービス・宅配サービス 

やさしい日本語による情報発信 

ウェブアクセシビリティに配慮した図書館システムの構築 

【基本方針② 家庭、地域、市立図書館、学校等の連携・協力による子どもの読書活動の推進】  

バリアフリーおはなし会等の開催 

特別支援学校・障害児通所支援事業所等との連携 

【基本方針③ 子どもの読書活動に対する理解・関心の向上と普及】 

読書バリアフリーに関する図書館サービスの周知・情報発信 

 計画の具体的方策  

 

 


